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ＪＲＴ　日本いも類研究会(Japanese society of root and tuber crops)　      　　　ニュースレターNo.4 1997/4/30
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■さつまいも試験栽培のお知らせ
　（財）いも類振興会では、ウルグアイ・ラウンド関連畑作物対策による需要確保対策事業の一環として、「さつまいも」新品種等の試験栽培を呼び掛けています。
さつまいもは、干ばつや台風等の気象災害にも強く、栽培しやすい作物で、食物繊維、ビタミン及びミネラルに富む機能性食品として見直されていますし、最近ではアントシアニンやカロチノイドなど色素を多量に含んだ品種や病気に強く食味に優れた品種等が育成されています。今回の試みは、試験栽培や試食などを通じて「さつまいも」全体の需要拡大を図ろうというものです。以下、４月２３日の日本農業新聞からの抜粋です。
新タイプや在来でも食味の良いサツマイモを広く知ってもらおうと、財いも類振興会（東京都港区）は「アヤムラサキ」や「ベ二オトメ」など６品種の苗を、試作用に無償で提供する。                                                

ウルグアイ・ラウンド関連畑作物対策による需要確保対策事業の一環。提供するのは「アヤムラサキ」「べニオトメ」「ヘルシーレツド」の新タイプの品種と対照品種の「種子島紫」「ベニサツマ」「コガネセンガン」の苗合計２０本。
「アヤムラサキ」は、柴色素のアントシアニンを多く含む世界初の色素専用品種。焼酎はブランデー風味がする。「ベ二オトメ」は味が良く、焼き芋などに合う。「ヘルシーレツド」はカロチンを多く含み、橙色の干し芋に仕上がる。また対照品種の「種子島柴」は鹿児島県種子島の在来品種て甘みが強く、青果用として評価されている。
　苗は無償だが、送料は着払い。苗と合わせて栽培マニュアルも同封する。収穫した芋を調理・加工し、食味評価の簡単なレポートを提出する。
　申し込み期限：５月３１日（先着順）                                      

　申し込み先　：（株）三和グリーン「サツマイモ試験栽培係」                

　　　　　　　　〒893 鹿児島県鹿屋市札元1ー5ー19　[TEL]0994ー43ー6319     

　はがきには、住所、氏名、職業、電話番号（ファクス）を記入。              



· つくば支所（ＪＲＴつくば事務所）開設のご案内
日本いも類研究会の支所として、会員の方々の登録管理、会費の管理、印刷物発送業務などを担う「ＪＲＴつくば事務所」が開設されました。本支所は、学術団体である「農業情報利用研究会（ＪＳＡＩ）」内に設置しています。

· 日本いも類研究会の設立総会・シンポジウム開催
＜設立総会＞
　日本いも類研究会（ＪＲＴ）では、去る３月２１日、東京虎ノ門パストラルで「日本いも類研究会設立総会」および「いも類の新たな需要拡大に関するシンポジウム」を開催しました。総会およびシンポジウムは、大学、試験研究機関、食品加工、流通、行政、農業者など全国から約８０名のジャガイモ、サツ

　　　　　設立総会
マイモ関係者が集まり、盛大に開かれました。設立総会では、仮事務局より研究会創設の趣旨や会則、役員の選出、ならびに平成８年度事業報告と平成９年度事業計画について提案があり、原案通り決定されました。また、平成９年度事業のひとつである「いも類情報提供システム」について、インターネットを活用した取り組み内容についてＯＨＰを用いての説明がありました。（平成８年度決算書は本紙２ページに記載しました。）
＜シンポジウム＞
　総会後、引き続き行われたシンポジウムで、最初の講演に立った梅村芳樹会長は、「ジャガイモ料理、加工、デザートのデモンストレーション」という演題で、工夫を凝らしたジャガイモ料理の数々を紹介され、新品種の普及、消費拡大を訴えられました。（講演資料は、ニュースレターNo.3にて紹介しています。）
　続いての講演は、九州農試甘しょ育種研究室　山川　理室長から、カロチン、アントシアン、フラボンなど高色素品種のパウダーをはじめ、ジュースやワイン加工など新しいサツマイモ用途の開発、利用状況についてのスライドを交えた講演がありました。
　コメンテーターとして参加された農業研究センター甘しょ育種研究室　小巻克己室長からは、さつまいもの機能性、海外での新用途開発事例などの紹介があり、サツマイモ加工品のポリフェノール対策、（加工後の色を保つためには、ポリフェノールを減らす育種が必要である一方、機能性を高めるには逆にポリフェノールを増やす育種を行う必要がある）を育種目標の課題としてあげておられました。

　　　　シンポジウム
また、販売面では、マスコミに取り上げられるものの、実際には多くは売れていないということも課題としてだされました。
　コメンテーターの北海道農業試験場ばれいしょ育種研究室　森　元幸室長からは、販売面でジャガイモの高級イメージを活かすこと、生産面ではサツマイモに比べ、種いもの管理がシビアである実態と種苗管理、提供体制の整備の必要性、育成中のジャガイモの品種登録の必要性などをコメントされました。
　その後の質疑で、会場から、島系５７５号など育成中の種の生産見通しと試験供与についてや会場で出されたパパセカ（乾燥ジャガイモ）の作り方についての質問、高ビタミンＣなどのジャガイモの成分をＰＲすべきという意見、暖地向けの加工品種を出してほしいという要望等、多くの質問、意見が出されました。シンポジウムは、熱気にあふれた雰囲気につつまれたまま主催者の挨拶で終了しました。

　　　　　懇親会
その後の懇親会もジャガイモ、サツマイモ関係者が一同に会する数少ない機会だけに、大いに盛り上がり、有意義な情報交換の場となりました。


上下のデザインは、じゃがいもとさつまいもをイメージした日本いも類研究会のマークとロゴです。今回のニュースレターから使ってみました。


会費納入方法の変更
事務局体制の整備に伴い、会費の納入方法が変わりました。
事業年度が４月～翌年３月となっておりますので、平成９年度分の会費請求のご案内は６月頃行います。
会費納入は、郵便振替でも可能になりました。銀行振り込みは取り扱い銀行が変わりました。
会費の領収証は、「郵便振替受領証」、「銀行振込金受取書」をもって代えさせていただきます。
１．銀行振込の場合　　常陽銀行　研究学園都市支店
　　　　　　　　　　　　普通口座＝１４４９９５１　口座名義＝ＪＲＴつくば事務所
２．郵便振替の場合　　郵振口座＝００１８０－７－３６２８９９　口座名義＝ＪＲＴつくば事務所
異動の際の連絡方法
　ご住所や勤務先について、変更があった会員の方は「つくば事務所」まで、ＦＡＸや郵便等でご連絡をお願いします。なお、新たにＥメールの利用を開始された方も、ご連絡いただければ、いも類メーリングリスト（さつまいもは今後開設予定）の加入方法などをお知らせいたします。
＜変更時連絡事項＞
【ご自宅】氏名・住所・電話番号・ＦＡＸ番号・メールアドレス
【勤務先】役職・所在地・電話番号・ＦＡＸ番号
【連絡先】郵便物の送付先・ニュースレターの配信先ＦＡＸ番号
■平成８年度事業報告及び収支決算書
　日本いも類研究会の「平成８年度事業報告及び収支決算書」が確定しましたのでお知らせします。
１．事業報告《略：ＦＡＸニュースレター２号参照》
２．収支決算
 《収入の部》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　　目
予算額
決算額
増　減
備　 考

１．普通会員会費
２．賛助会員会費
３．研究会参加費
４．助成金
５．利子
199,000

502,000

633,800

863,073

78
199,000

502,000

633,800

863,073

78
0

0

0

0

0
98名
14名
ＭＴ現地検討会
資料編集等

計
2,197,951
2,197,951
0


《支出の部》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　　目
予算額
決算額
増　減
備　 考

《事業費》
１．資料編集・配布費
　　・通信運搬費
　　・消耗品費
　　・原稿料・編集費
２．情報システム構築費
　　・ﾈｯﾄﾜｰｸ参加費
　　・通信運搬費
　　・HTML化等作業費
３．研究会費
総会費
《管理費》
《次年度繰越》
1,751,919

205,788
76,018

25,820

 97,300

684,000
140,000

44,000

500,472

420,976
447,333

22,183
423,849
1,751,919
205,788
76,018

25,820

 97,300

684,000
140,000

44,000

500,472

420,976
447,333

22,183

423,849
0
0
0

0

0

0
0

0

0

0
0

0
0
MiNi白書及び品種詳説
ＪＳＡＩ及びＩＮＴ協議会
ＦＡＸニュース
ＭＴ研究会
印章作成等

計
2,197,951
2,197,951
0


■じゃがいもＭｉＮｉ白書の改訂（Ｖｅｒ．１．３）
じゃがいもＭｉＮｉ白書が改訂されましたので、改訂のあった内容のみ速報します。
【文章編】
　表紙　　　Ver.1.2　　　　 →　Ver.1.3

　　　　　　平成８年１２月　→　平成９年４月
　まえがき　梅村さんと森さんの所属を修正
　目次　　　上記の「ひとくちメモ」の項目と巻末に「日本いも類研究会について」を追加
　２ｐ　　　需要及び生産の動向を７年度の数値に更新
　　　　　　＜需要＞
　　　　　　　青果用25％、加工食品用30％、でん粉原料用32％、その他8％
　　　　　　　青果用及び加工食品用は220万ｔ（青果用100万ｔ、加工食品用120万ｔ）
　　　　　　　加工食品用120万ｔのうち、輸入調整品が70万ｔ
　　　　　　＜生産＞
　　　　　　　北海道産の平年単収比は９４、粗生産額は約1600億円、農産物全体の1.5％、第11位
　３ｐ　　　＜輸入＞
　　　　　　　生いもに換算して68万2千ｔ、冷凍調製品が44万ｔ、乾燥マッシュポテト44万ｔ
　６ｐ　　　長期見通しの目標年　１２年→１７年の間違い
　２２ｐ　　じゃがいも料理の区分別適品種一覧の表の下に、以下の説明を追加
　　　　　　 注：次ページとも浅間和夫氏（ホクレン米麦農産推進部技術普及課主任技師）の提供
　２５ｐ　　７年産の種馬鈴しょ生産量は955万袋、・・５割の577万袋が自県内・・
　　　　　　約２割強の215万袋・・・北海道が全生産量の92％、移出用の81％
　　　　　　平成７年度における種いも更新率・・・都府県が55％
２６ｐ　　1995年の作付面積は1,848万ha、1ha当りの生産量は15.1ｔ、生産量は2億8千万ｔ・・・
　　　　　中国4600万ｔ、ロシア3700万ｔ、ウクライナ1500万ｔ、ポーランド2500万ｔ、
　　　　　アメリカ2000万ｔ、インド1900万ｔ、ドイツ1000万ｔ、オランダ740万ｔ、
　　　　　そして我が国は340ｔ
　４４ｐ　　北海道農業試験場ばれいしょ育種研究室の住所を訂正
　　　　　　　北海道農業試験場ばれいしょ育種研究室
　　　　　　　082     北海道河西郡芽室町新生
　　　　　　　[TEL]0155-62-9272     [FAX]0155-61-2127

【データ編】
 ○ 我が国におけるじゃがいもの需給（平成６年度の修正及び７年度の追加）
　　→３ｐ及び３６ｐ
+-------+-----------+-----------------------------------------+-----------+ 

| 国　内|  貿  易   |         　　国　内　需　要 (千ｔ)       | 　純食料  | 

| 生産量|  (千ｔ)   |     +-----+-----+-----+-----+-----------+(㎏/人・年)| 

| (千ｔ)+-----+-----+     |     |     |     |     |     +-----+     +-----+ 

|       | 輸入| 輸出|  計 | 飼料| 種子| 澱原| 減耗| 食用| 加工|  計 | 加工| 

+---+---+-+---+-+---+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+ 

|  6| 3377|  604|  1| 3980|   34|  213| 1403|  143| 2187| 1142| 15.7|  8.2| 

+---+-----+-----+---+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+ 

|  7| 3365|  682|  1| 4046|   32|  212| 1303|  259| 2240| 1230| 16.1|  8.8| 

+---+---+-+---+-+---+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+ 

|     - |   - |   - | 100 |  0.8|  5.2| 32.2|  6.4| 55.3| 30.4|   - |   - | 

+-------+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+------+----+-----+-----+ 

○ 主要農産物の粗生産額とじゃがいもの位置づけ
　 →３ｐ及び３９ｐ
　 ○ 主要農産物の粗生産額とじゃがいもの位置づけ
 (1)粗生産額　　 　　            　(2)栽培農家数  　　　　　 (3)収穫量
 　　　　　　 　(単位:億円、％)　　　　　　　 (単位:万戸)　　　  (単位:万ｔ)

　 +----+--------+---------+-----+  +---------------------+  +--------+------+

　 |順位| 品　目 |粗生産額 |比 率|  |  作　物    　農家数 |  | 品　目 |収穫量|

　 +----+--------+---------+-----+  |　　　　　  (H2) (H7)|  +------- +------+

　 |１　|水稲　　|  31,453 |32.6 |  ++---------+-----+----+  |稲      | 1075 |

　 |２　|生乳    |   7,108 | 6.4 |  || 稲      | 258 | 230|  |馬鈴しょ|  337 |

　 |３　|豚      |   5,379 | 4.9 |  || 野菜類  | 230 | 197|  |だいこん|  215 |

　 |４　|肉用牛  |   4,740 | 4.2 |  || いも類  | 112 | 126|  |きゃべつ|  154 |

　 |５　|鶏卵    |   4,172 | 3.4 |  || 豆類    | 105 |  75|  |みかん  |  138 |

　 |６　|ﾌﾞﾛｲﾗｰ  |   2,611 | 2.4 |  || 工芸作物|  27 |  21|  |たまねぎ|  128 |

　 |７　|みかん　|   2,249 | 2.2 |  || 飼料作物|  36 |  21|  |甘しょ  |  118 |

　 |８　|トマト  |   1,895 | 1.7 |  || 麦・雑穀|  62 |  25|  |はくさい|  116 |

　 |９　|きゅうり|   1,764 | 1.6 |  || 花き花木|  10 |   9|  +--------+------+

　 |10　|いちご  |   1,754 | 1.6 |  |+---------+-----+----+                   

　 |11　|馬鈴しょ|   1,593 | 1.5 |  |収穫実農家| 350 | 257|  　      　　     

　 +----+--------+---------+-----+  +----------+-----+----+  　      　　     

　資料：農水省統計情報部「農業生産所得統計」、農水省「世界農林業センサス」
　注　：粗生産額及び収穫量は平成６年の数値である。また、H2、H7はそれぞれ平成
　　　　２年、７年の略である。
○ 月別・段階別の価格指数の推移（昭和62年～平成6年）
   →１０ｐ
　 +------------------+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+

　 |　     　　　　 　| 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | 10| 11| 12|

　 +------------------+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+

　 |生産者価格（全国）| 75| 77| 87|143|175|142|117|107| 86| 78| 72| 72|

　 |卸売価格　（東京）| 94| 93| 95|118|127|110|104|102| 89| 89| 85| 83|

　 |小売価格　（東京）| 92| 92| 92| 95|109|111|110|110|104| 98| 95| 92|

　 +------------------+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+---+

注：指数は年平均を100とした場合の月別の数値を求め、過去8年間の平均値を算
    出した。
○ 種馬鈴しょの生産者価格及び購入者価格　 (単位:円/10㎏)

　 →２５ｐ
　+---------------------+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+ 

　|                     | 62年| ２年| ３年| ４年| ５年| ６年| ７年| 

　+---------------------+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+ 

　| 生産者価格（全　国）|  697|  778|  784|  780|  783|  831|  849| 

　| 購入者価格（全　国）| 1797| 1890| 2103| 2068| 2164| 2124| 2141| 

　| 　　〃　　（北海道）|  850|  897|  913|  957|  968|  972|    -| 

　+---------------------+-----+-----+-----+-----+-----+-----+-----+ 

○ 種馬鈴しょの都道府県別生産利用状況（平成７年実績）
　　                            　　　単位：千袋(20kg入)

　 →５０ｐ
　+------+-------+-----------------------+-------+-------+ 

　|      |       |  　　　県  内  用     |       |       | 

　|      | 生産量+-------+-------+-------+ 移出用| その他| 

　|      |       | 採種用| 一般用|  小計 |       |       | 

　+------+-------+-------+-------+-------+-------+-------+ 

　|北海道|  8,814|    531|  4,678|  5,209|  1,752|  1,853| 

　|青  森|     83|      2|     30|     32|     29|     22| 

　|岩  手|     12|       |     11|     11|       |       | 

　|福  島|      5|       |      2|      2|       |      2| 

　|群  馬|     41|      1|     21|     22|     18|      1| 

　|長  野|     37|      1|      4|      5|     32|       | 

　|岡  山|     70|      5|     12|     17|     53|       | 

　|広  島|     78|      3|      8|     12|     45|     21| 

　|長  崎|    243|     20|     59|     65|    173|      6| 

　|熊  本|    113|     10|      2|     12|     51|       | 

　+------+-------+-------+-------+-------+-------+-------+ 

　|総  計|  9,549|    578|  4,849|  5,426|  2,154|  1,969| 

　+------+-------+-------+-------+-------+-------+-------+ 

 資料：農水省農産園芸局畑作振興課「種馬鈴しょの生産流通に関する資料」1997

○ いも類関係の事業の概要（国費による補助事業）
　 →５２ｐ
　+---------------------------------+---------+---------------------------+ 

　|         事    業    名  　　　  |  予算額 |       事  業  内  容      | 

　+---------------------------------+---------+---------------------------+ 

　| 農業生産体制強化総合推進対策事業| (百万円)|                           | 

　|                                 |         |                           | 

　| ・特定畑作物生産再編事業        |    443  | 広域的な基幹施設等の整備及| 

　|   うちいも類分                  | 　      | びでん粉原料用いも類生産の| 

　|                                 | 　      | 機械化推進                | 

　|                                 | 　      |                           | 

　| ・優良種苗供給確保事業          |  　175  | 優良種苗の安定確保に必要な| 

　| 　うちいも類分                  | 　      | 条件整備及び推進体制の整備| 

　|                                 | 　      |                           | 

　| ・畑作農業生産システム確立事業  |  1,661  | 合理的輪作体系の確立及び加| 

　| 　うち畑作産地総合整備型        | 　の一部| 工企業との連携強化        | 

　|                                 |         |                           | 

　| ・地域営農組織高度化特別事業    | 　 980  | 集落の組織化や経営管理機能| 

　|                                 |   の一部| の高度化、農業機械利用体制| 

　|                                 | 　      | の整備                    | 

　|                                 |         |                           | 

　| ・生産流通体制高度化事業        |     40  | 生産・流通・加工条件をシス| 

　| 　うち畑作分                    | 　の一部| テム的に整備              | 

　|                                 | 　      |                           | 

　| ・農業キーテクノロジー等確立実証|    200  | 技術革新のカギとなる技術と| 

　| 　モデル事業                    | 　の一部| それを中心とした経営を実証| 

　|                                 | 　      |                           | 

　| ・高付加価値型農業等育成事業    |  　924  | 需要の多様化に対応した地域| 

　| 　うち地域特産物産地形成型      | 　の一部| 特産農作物産地育成のための| 

　| 　　　　　　　　　              | 　      | 機械・施設等の整備        | 

　|                                 | 　      |                           | 

　| 特定畑作物緊急対策事業          | 　      |                           | 

　| ・需要確保対策事業              |     46  | 消費動向の調査、消費拡大キ| 

　|   うちいも類分                  | 　      | ャンペーン、新規用途の開発| 

　|                                 | 　      |                           | 

　| ・用途転換対策事業              |    261  | でん粉用から加工食品用等へ| 

　|                                 | 　      | の用途転換の推進          | 

　+---------------------------------+---------+----------------------------+

　注：1)予算額は平成９年度のものである。
      2)用途転換対策事業については、執行予定額である。
■いも類関連機関紹介（１）
農林水産省種苗管理センター




　種苗管理センターというより馬鈴薯原原種農場の方が馴染みが深い方もおられるかもしれませんが，この名前になってちょうど10年がたちました。組織の改変に伴って業務の内容も拡充され，種苗管理センターでは従来からの原原種生産に加えて品種登録のための栽培試験，種苗検査，植物遺伝資源保存，調査研究などをおこなっています。
　茨城県つくば市にあります種苗管理センターの本部では，４月１６日に科学技術週間にちなんだ恒例の一般公開が行なわれました。当日は千人以上の来訪者があり，業務に関係した展示などを熱心に見学して行かれました。展示内容についてのアンケート調査では，花の新品種などを紹介した華やかなものを押さえて，馬鈴しょに関する展示が最も興味があったという結果でした。馬鈴しょは，外見は地味ですが，多くの方の興味を引く対象であることを改めて確認できました。
種苗管理センター品種特性審査官　丹羽優治 （niwayuji@ncss.go.jp）
編集委員会の設置について
　ニュースレターの編集・発行など会員のみなさんへの情報提供業務は、仮の編集委員により暫定的に進められてきましたが、今後は編集委員会を設置し、編集・情報提供体制を強化することとなりました。本会は全国に会員を有するため、ＥメールやＦＡＸなど情報ネットワークツールを駆使しながら、距離を超えた編集体制を作ることをめざしており、編集委員として活躍していただく方を広く募集しております。編集委員に就いていただける方は、つくば事務所（FAX 0298-56-0024）までご連絡ください。
日本いも類研究会　ニュースレター第４号　1997.4.30　（計７枚）　次回の発行は５月下旬の予定です。
　　　　　　　April １９９７ №４
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